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	●「クラウドネイティブAP版」は各種クラウド・リソースを利用する機能や、コンテナ上へのリリース自動化のCI/CDパイプライン※1を具備
	●「クラウドネイティブAP版」、および、「モダンAP版」では、UI技術にVue.js※2を採用したUI部品、および、SPA(SinglePageApplication) ※3によるＡＰ操作体験を実現
	●既存APからのマイグレーション／再開発時には、移行負荷の低い「クラシック版」を利用します。また、UIのみをモダナイズする際には「モダンAP版」を利用
	●クラウド構築・運用自動化サービス『S-Cred＋プラットフォーム』を併用時※4にはシームレスな開発環境が実現
	なお、「モダンAP版」は統合型Webアプリケーションフレームワーク『S-FIA』で、「クラシックAP版」はローコード開発基盤『FastAPP』で活用しているノウハウを取り入れています。『S-FIA』・『FastAPP』で活用しているいずれのエディションも、既に複数の開発案件でのご採用実績があります。
	S-FIA     ：https://www.scsk.jp/product/common/s-fia/index.html
	FastAPP ：https://www.fastapp.jp/service/index.html
	※１　開発環境から、テスト環境やステージング環境を通じて、最終的には本番環境まで、コードが順に通過していく一連のステップ
	※２　Webアプリケーションにおけるユーザーインターフェイスを構築するための、オープンソースのJavaScriptフレームワーク
	※３　Webアプリケーションの構成法の一つ。Webブラウザ側でページの移動を行わず、最初に読み込んだWebページ上のスクリプトがサーバとの通信や画面遷移を行う方式
	※4　『S-Cred＋フレームワーク』は、お客様のインフラ・運用基盤環境上で単独での利用も可能
	個別御見積　　※お客様のニーズや既存環境に合わせ最適なご提案をいたします。詳細はお問い合わせください。
	お客様のご利用ニーズを踏まえ、利用可能なクラウド・リソースの拡大、デザインシステムや部品ラインナップの拡充を行い、開発スピードと品質のさらなる向上を図ってまいります。
	S-Cred+は「作らない開発」「自動化」「標準化」「知財活用」「デジタル化」「つなぐ」という
	6つのコンセプトを軸として、SCSKが全社的に取り組む「ものづくり革新」の総称です。
	ソフトウェアエンジニアリング環境の全体最適化と付加価値向上を図りながら、お客様と
	共創していくための仕組みづくりを展開していきます。
	URL：https://www.scsk.jp/product/s-credplus/index.html
	本件に関するお問い合わせ先

